
環境部会経過報告

平成２３年２月１６日
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１．これまでの検討の流れ



【【新規テーマ新規テーマ】】地域におけるエコ・環境の推進地域におけるエコ・環境の推進

《《具体的取組内容具体的取組内容》》ゴミ分別意識の啓発ゴミ分別意識の啓発

・平成・平成2323年年33月から始まるミックスペーパー回収の全市展月から始まるミックスペーパー回収の全市展
開と関連し、区民のゴミ分別意識の啓発活動にまず取り組開と関連し、区民のゴミ分別意識の啓発活動にまず取り組
み、その後より幅広いエコ・環境問題に取り組むみ、その後より幅広いエコ・環境問題に取り組む

【【継続テーマ継続テーマ】】自転車通行マナーを向上させる取組の推進自転車通行マナーを向上させる取組の推進

《《具体的取組内容具体的取組内容》》自転車通行マナーの啓発自転車通行マナーの啓発

・歩行者にとって大変危険である自転車通行マナーの向上・歩行者にとって大変危険である自転車通行マナーの向上
について啓発活動を行うについて啓発活動を行う

２．これまでの検討の総括

第１回・第２回の専門部会の議論において、新規テーマ・第１回・第２回の専門部会の議論において、新規テーマ・
継続テーマの内容を議論し、以下を決定した。継続テーマの内容を議論し、以下を決定した。

以降の専門部会では、新規テーマの具体的取組内容について議論した。以降の専門部会では、新規テーマの具体的取組内容について議論した。
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第３回専門部会第３回専門部会

（平成２２年１１月２９日）（平成２２年１１月２９日）



３．第３回専門部会①

これまでの議論を踏まえ、「これまでの議論を踏まえ、「ゴミ分別意識の啓発」ゴミ分別意識の啓発」
の具体案として、以下の４つを事務局より提示し、の具体案として、以下の４つを事務局より提示し、
内容について議論を行った内容について議論を行った。。

①区民を対象としたエコ関連施設見学会の企画・①区民を対象としたエコ関連施設見学会の企画・
実行実行

②小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施②小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施
③ゴミの分別のマナーアップキャンペーンなどイ③ゴミの分別のマナーアップキャンペーンなどイ
ベントの実施ベントの実施

④町会等と連携したゴミの分別状況調査の実施④町会等と連携したゴミの分別状況調査の実施

新規テーマの具体的取組内容の検討新規テーマの具体的取組内容の検討
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３．第３回専門部会②

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・ミックスペーパーをリサイクルしてトイレットペーパー・ミックスペーパーをリサイクルしてトイレットペーパー
を生成する専用の工場である三栄レギュレータ東京工場を生成する専用の工場である三栄レギュレータ東京工場
など、など、川崎市内のエコ関連施設への区民対象の見学会を川崎市内のエコ関連施設への区民対象の見学会を
区民会議が企画・立案・実行区民会議が企画・立案・実行。。

（オプションメニュー）（オプションメニュー）

・見学会のほか、ゴミの分別などの環境講座を実施し、・見学会のほか、ゴミの分別などの環境講座を実施し、
ワークショップなどを行い、ミックスペーパーやプラスワークショップなどを行い、ミックスペーパーやプラス
チックの分別等における問題点や課題、意見などを把握。チックの分別等における問題点や課題、意見などを把握。

・この結果を区民会議がまとめ、区内全域で平成２３年３・この結果を区民会議がまとめ、区内全域で平成２３年３
月より開始されるミックスペーパー・プラスチックの分月より開始されるミックスペーパー・プラスチックの分
別回収にあたる提言を行う。別回収にあたる提言を行う。

①「区民を対象としたエコ関連施設見学会の①「区民を対象としたエコ関連施設見学会の
企画・実行」についての検討企画・実行」についての検討
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３．第３回専門部会③

①「区民を対象としたエコ関連施設見学会の①「区民を対象としたエコ関連施設見学会の
企画・実行」の検討結果企画・実行」の検討結果

（結論）（結論）

・本部会では、ゴミ分別の意識啓発についての・本部会では、ゴミ分別の意識啓発についての
関心が高いので、まずは、そちらの取り組みを優関心が高いので、まずは、そちらの取り組みを優
先したい。先したい。
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３．第３回専門部会④

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・・区内の小学校を対象とし、ミックスペーパーやプラス区内の小学校を対象とし、ミックスペーパーやプラス
チックゴミのリサイクルに関する環境エコ教室を実施チックゴミのリサイクルに関する環境エコ教室を実施。。

・実施にあたって、市の「ごみ問題講習会」（小中学生を・実施にあたって、市の「ごみ問題講習会」（小中学生を
対象にごみの収集や処理過程などをテーマとし、夏休み対象にごみの収集や処理過程などをテーマとし、夏休み
期間に開催）との連携（講師の派遣や教材の活用など）期間に開催）との連携（講師の派遣や教材の活用など）
やこの取り組みを参考にするなどが考えられる。やこの取り組みを参考にするなどが考えられる。

・専門的な話を展開していくだけでは、子供たちもついて・専門的な話を展開していくだけでは、子供たちもついて
こない・これないと考えられるため、子供たちが楽しみこない・これないと考えられるため、子供たちが楽しみ
ながら知識と意識を高められるよう、ゲーム形式のコンながら知識と意識を高められるよう、ゲーム形式のコン
テンツも用意するなどが考えられる。テンツも用意するなどが考えられる。

②「小学生を対象としたゴミ分別の出前講座②「小学生を対象としたゴミ分別の出前講座
の実施」の検討の実施」の検討

8



３．第３回専門部会⑤

図．ゲーム形式のコンテンツのイメージ（徳島市の教材より）図．ゲーム形式のコンテンツのイメージ（徳島市の教材より）
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３．第３回専門部会⑥

②「小学生を対象としたゴミ分別の出前講座②「小学生を対象としたゴミ分別の出前講座
の実施」の検討結果の実施」の検討結果

（結論）（結論）

・小学生を対象とした分別マナー向上などは必要。・小学生を対象とした分別マナー向上などは必要。

・学校の場合、市の環境局とタイアップでき、学・学校の場合、市の環境局とタイアップでき、学
校と交渉して授業の一環としてやることができる。校と交渉して授業の一環としてやることができる。

・（かつて）減量指導員をやっていたが、ゲーム形・（かつて）減量指導員をやっていたが、ゲーム形
式の出前講座を実施したことがある。式の出前講座を実施したことがある。

・より具体的な内容について検討を継続する。・より具体的な内容について検討を継続する。
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３．第３回専門部会⑦

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・・ミックスペーパーやプラスチックゴミの区内での分別回ミックスペーパーやプラスチックゴミの区内での分別回
収実施に伴い収実施に伴い、これらのリサイクル・分別に協力しても、これらのリサイクル・分別に協力しても
らえるよう、らえるよう、ルール啓発キャンペーンやマナーアップルール啓発キャンペーンやマナーアップ
キャンペーンなどのイベントを区内で開催キャンペーンなどのイベントを区内で開催。。

・区民会議が、このイベントの企画及び運営を実施。・区民会議が、このイベントの企画及び運営を実施。

③「ゴミの分別のマナーアップキャンペーン③「ゴミの分別のマナーアップキャンペーン
などイベントの実施」の検討などイベントの実施」の検討

11図．マナーアップキャンペーンのイメージ（神戸市の取組より）図．マナーアップキャンペーンのイメージ（神戸市の取組より）

３．第３回専門部会⑧

③「ゴミの分別のマナーアップキャンペーン③「ゴミの分別のマナーアップキャンペーン
などイベントの実施」の検討結果などイベントの実施」の検討結果

（結論）（結論）

・この取り組み単体をイベントとした場合の集客・この取り組み単体をイベントとした場合の集客
効果が薄いため、何らかの大規模なイベント（区効果が薄いため、何らかの大規模なイベント（区
民祭、日吉まつりなど）と関連して実施したい。民祭、日吉まつりなど）と関連して実施したい。

・大規模なイベントでは、ゴミ捨ての専用ブースを・大規模なイベントでは、ゴミ捨ての専用ブースを
作って分別して捨ててもらい、そこで意識啓発を作って分別して捨ててもらい、そこで意識啓発を
行うというやり方もある。行うというやり方もある。

・より具体的な内容について、検討を継続する。・より具体的な内容について、検討を継続する。
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３．第３回専門部会⑨

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・・ミックスペーパーやプラスチックゴミの区内での分別回ミックスペーパーやプラスチックゴミの区内での分別回
収実施に併せて、これらのゴミの分別の状況がどうなっ収実施に併せて、これらのゴミの分別の状況がどうなっ
ているのか、出されるゴミについて区民会議が調査ているのか、出されるゴミについて区民会議が調査を実を実
施。施。

・調査にあたっては、各委員だけでは調査が困難と考えら・調査にあたっては、各委員だけでは調査が困難と考えら
れることから、町会・自治会れることから、町会・自治会 などの地縁団体、ゴミになどの地縁団体、ゴミに
関する活動を行っている環境団体等との連携を想定。関する活動を行っている環境団体等との連携を想定。

（調査対象とするゴミ）（調査対象とするゴミ）

・ミックスペーパーやプラスチックのゴミの日に出される・ミックスペーパーやプラスチックのゴミの日に出される
ゴミだけでなく、燃えるゴミなど他のゴミの日に出されゴミだけでなく、燃えるゴミなど他のゴミの日に出され
るゴミ中の、ミックスペーパー・プラスチックゴミの混るゴミ中の、ミックスペーパー・プラスチックゴミの混
在状況も把握。在状況も把握。

④「町会等と連携したゴミの分別状況調査④「町会等と連携したゴミの分別状況調査
の実施」の検討の実施」の検討
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３．第３回専門部会⑩

④「町会等と連携したゴミの分別状況調査④「町会等と連携したゴミの分別状況調査
の実施」の検討結果の実施」の検討結果

（結論）（結論）

・ゴミの量は変化するため、ゴミの分別が進んだ・ゴミの量は変化するため、ゴミの分別が進んだ
かどうかを量の増減から単純に評価できないなかどうかを量の増減から単純に評価できないな
ど、調査の方法が難しい。ど、調査の方法が難しい。

・調査を継続するには、区民会議や（連携を想定・調査を継続するには、区民会議や（連携を想定
する）町会の負担が大きい。する）町会の負担が大きい。

・調査よりも具体的な取組に注力したい。・調査よりも具体的な取組に注力したい。
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部会合同視察会部会合同視察会
１．「エコプロダクツ２０１０」視察会１．「エコプロダクツ２０１０」視察会
開催日：平成開催日：平成2222年年1212月９日（木）月９日（木）

２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会
開催日：平成開催日：平成2222年年1212月２２日（水）月２２日（水）

４．部会合同視察会の開催①

・環境部会の新規テーマである「エコ」と、安・環境部会の新規テーマである「エコ」と、安
心・思いやり部会の新規テーマである「交流の心・思いやり部会の新規テーマである「交流の
場」という各々のテーマに関連した知識や意識場」という各々のテーマに関連した知識や意識
を高めるため、所属部会を問わず参加できるを高めるため、所属部会を問わず参加できる
「部会合同視察会」を実施した。「部会合同視察会」を実施した。
・環境部会の関連として、以下の２つの視察会を・環境部会の関連として、以下の２つの視察会を
実施した。実施した。

１．「エコプロダクツ２０１０」視察会１．「エコプロダクツ２０１０」視察会
開催日：平成開催日：平成2222年年1212月９日（木）月９日（木）
２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会
開催日：平成開催日：平成2222年年1212月２２日（水）月２２日（水）
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４．部会合同視察会の開催②

１．「エコプロダクツ２０１０」視察会１．「エコプロダクツ２０１０」視察会

・東京ビックサイトで実施された我が国最大級の環境展で・東京ビックサイトで実施された我が国最大級の環境展でああ
る「エコプロダクツる「エコプロダクツ20102010」を視察した。」を視察した。

17

４．部会合同視察会の開催③

２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会２．「三栄レギュレータ東京工場」視察会

・川崎市内にある、ミックスペーパーからトイレットペー・川崎市内にある、ミックスペーパーからトイレットペー
パーを生成する専用の工場。パーを生成する専用の工場。
・視察会では、専門の講師から説明を受けた後、施設内でリ・視察会では、専門の講師から説明を受けた後、施設内でリ
サイクルのプロセスを見学した。サイクルのプロセスを見学した。
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第４回専門部会第４回専門部会

（平成２３年１月１１日）（平成２３年１月１１日）

５．第４回専門部会①

１．小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施１．小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施
①ゴミ教室の実施と家庭におけるゴミ排出量の削減①ゴミ教室の実施と家庭におけるゴミ排出量の削減
②小学校における分別の徹底・ゴミの見える化②小学校における分別の徹底・ゴミの見える化
２．ゴミ分別のマナーアップキャンペーンなどイベントの実施２．ゴミ分別のマナーアップキャンペーンなどイベントの実施
①大規模イベントの①大規模イベントの11コンテンツとしての「雑がみ分別ゲーコンテンツとしての「雑がみ分別ゲー
ム」の開催ム」の開催
②大規模イベントのエコ化促進に向けた取り組みの実施②大規模イベントのエコ化促進に向けた取り組みの実施
③分別ルールやマナーアップに向けたＰＲ活動の展開③分別ルールやマナーアップに向けたＰＲ活動の展開

（キャラクターの開発など）（キャラクターの開発など）

新規テーマのより具体的取組内容の検討新規テーマのより具体的取組内容の検討

前回の専門部会で、より具体的な内容について前回の専門部会で、より具体的な内容について
検討することとなった２つの取組について、前回検討することとなった２つの取組について、前回
提示した内容に加え、関連する取り組み案を事務提示した内容に加え、関連する取り組み案を事務
局より複数提示し、内容について議論を行った。局より複数提示し、内容について議論を行った。

20



（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・子供たちにゴミ分別に関す・子供たちにゴミ分別に関す
る関心を持ってもらうため、る関心を持ってもらうため、
ゴミ教室を実施。ゴミ教室を実施。

・単に子供の意識を啓発する・単に子供の意識を啓発する
だけでなく、その効果を家だけでなく、その効果を家
庭に波及させるため、家庭庭に波及させるため、家庭
でのでの11週間のごみ排出量を週間のごみ排出量を
調べる。調べる。

１－①．「ゴミ教室の実施と家庭におけるゴミ１－①．「ゴミ教室の実施と家庭におけるゴミ
排出量の削減」の検討排出量の削減」の検討

５．第４回専門部会②

＜取り組みの流れ＞＜取り組みの流れ＞
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（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・小学校において、「ごみの視覚展示」をコンセプトに、・小学校において、「ごみの視覚展示」をコンセプトに、
ゴミ分別の「見える化」に取り組む。（例えば、ごみ箱ゴミ分別の「見える化」に取り組む。（例えば、ごみ箱
を色別に分け色で分別するなど）を色別に分け色で分別するなど）

・更に生徒の関心を高めるため、ゴミがどこに運ばれ、ど・更に生徒の関心を高めるため、ゴミがどこに運ばれ、ど
んな処理がされているのか等を展示。んな処理がされているのか等を展示。

１－②．「小学校における分別の徹底・ゴミの１－②．「小学校における分別の徹底・ゴミの
見える化」の検討見える化」の検討

５．第４回専門部会③

22図．学校における見える化のイメージ（図．学校における見える化のイメージ（旭川市立知新小学校旭川市立知新小学校の取組より）の取組より）



５．第４回専門部会④

「１．小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施」に「１．小学生を対象としたゴミ分別の出前講座の実施」に
ついての検討結果ついての検討結果

（結論）（結論）

・小中学校で捨てられるゴミの量も分別の種類も少・小中学校で捨てられるゴミの量も分別の種類も少
ないと思われるので、小学校で分別を進めていく取ないと思われるので、小学校で分別を進めていく取
り組み自体を区民会議がやるのは効果の面で疑問。り組み自体を区民会議がやるのは効果の面で疑問。

・まずは出前講座を実施するのがよい。（家庭や学・まずは出前講座を実施するのがよい。（家庭や学
校での取り組みは今後検討）校での取り組みは今後検討）

・授業の中で組み込むほか、・授業の中で組み込むほか、PTAPTAが主体となって行う、が主体となって行う、
「家庭教育学級」での実施も考えられる。「家庭教育学級」での実施も考えられる。

・各校の校長・・各校の校長・PTAPTAを通じて要請を行い、各校関係者を通じて要請を行い、各校関係者
と接点がある委員が事務局と連携して調整する。と接点がある委員が事務局と連携して調整する。

23

５．第４回専門部会⑤

（具体的取組事例）（具体的取組事例）

・平成２３年１月２９日に実施された、幸区・平成２３年１月２９日に実施された、幸区PTAPTA協協
議会主催の中本賢氏講演会の開始前に、会場内にて議会主催の中本賢氏講演会の開始前に、会場内にて
ミックスペーパー・プラスチックゴミ分別の説明をミックスペーパー・プラスチックゴミ分別の説明を
行った。行った。

24



５．第４回専門部会⑥

25

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・区内で開催される大規模イベント（環境に関するものが・区内で開催される大規模イベント（環境に関するものが
望ましい）に出展する形で、「雑がみ分別ブース」を設望ましい）に出展する形で、「雑がみ分別ブース」を設
置し、分別に関するゲームを実施。置し、分別に関するゲームを実施。

・同時に、家庭から雑がみを持参した方に、粗品を提供す・同時に、家庭から雑がみを持参した方に、粗品を提供す
るなどの取り組みを実施。るなどの取り組みを実施。

２－①．「大規模イベントの２－①．「大規模イベントの11コンテンツとしてコンテンツとして
のの『『雑がみ分別ゲーム雑がみ分別ゲーム』』の開催」の検討の開催」の検討

５．第４回専門部会⑦

26



（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・区内で開催される大規模イベントにおいて、イベントで・区内で開催される大規模イベントにおいて、イベントで
出されるゴミの分別回収を目的とした「分別ステーショ出されるゴミの分別回収を目的とした「分別ステーショ
ン」を設置。ン」を設置。

・イベントへの来場者に対面で応対し、ゴミの分別を案内・イベントへの来場者に対面で応対し、ゴミの分別を案内
しながら、ミックスペーパーの分別回収についてのＰＲしながら、ミックスペーパーの分別回収についてのＰＲ
などを実施。などを実施。

・市の減量指導員と連携し、来場者への分別応対をしなが・市の減量指導員と連携し、来場者への分別応対をしなが
ら、制度の広報・周知を行うことも検討。ら、制度の広報・周知を行うことも検討。

２－②．「大規模イベントのエコ化促進に向け２－②．「大規模イベントのエコ化促進に向け
たた取り組みの実施」の検討取り組みの実施」の検討

５．第４回専門部会⑧

27

（取り組みの概要）（取り組みの概要）

・分別やマナーアップに関し、広く区民（市民）の意識を・分別やマナーアップに関し、広く区民（市民）の意識を
啓発するため、ゴミに関するストーリー性を組みこんだ啓発するため、ゴミに関するストーリー性を組みこんだ
キャラクター等を企画・開発し、意識啓発を行う。キャラクター等を企画・開発し、意識啓発を行う。

・キャラクターを開発する場合は、区内在住の芸術系・ア・キャラクターを開発する場合は、区内在住の芸術系・ア
ニメ系の大学・専門学校の学生などからキャラクター案ニメ系の大学・専門学校の学生などからキャラクター案
を募集するなどが考えられる。を募集するなどが考えられる。

２－③．「分別ルールやマナーアップに向けた２－③．「分別ルールやマナーアップに向けた
ＰＲ活動の展開」の検討ＰＲ活動の展開」の検討

５．第４回専門部会⑨
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５．第４回専門部会⑩

「２．ゴミ分別のマナーアップキャンペーンなどイベントの実「２．ゴミ分別のマナーアップキャンペーンなどイベントの実
施」についての検討結果施」についての検討結果

（結論）（結論）

・実施時期としては、「小学生を対象としたゴミ分・実施時期としては、「小学生を対象としたゴミ分
別の出前講座」の後で行うこととする。別の出前講座」の後で行うこととする。

・「分別ルールやマナーアップに向けたＰＲ活動の・「分別ルールやマナーアップに向けたＰＲ活動の
展開（キャラクターの開発等）」は、どのような目展開（キャラクターの開発等）」は、どのような目
的で行うか等を議論した上で共有し、検討をすすめ的で行うか等を議論した上で共有し、検討をすすめ
る。る。

・デザイン等を公募するにあたっては、学生だけで・デザイン等を公募するにあたっては、学生だけで
なく、区内の高校に応募してもらう、５つの中学校なく、区内の高校に応募してもらう、５つの中学校
ごとにデザインを作ってもらうなど、身近に感じてごとにデザインを作ってもらうなど、身近に感じて
もらう工夫も重要。もらう工夫も重要。 29

５．第４回専門部会⑪

（具体的取組事例①）（具体的取組事例①）

・平成２３年２月１日版市政だより幸区版において、・平成２３年２月１日版市政だより幸区版において、
本区民会議の取組を紹介し、区民へのゴミ分別意識本区民会議の取組を紹介し、区民へのゴミ分別意識
啓発を行った。啓発を行った。
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５．第４回専門部会⑫

（具体的取組事例②）（具体的取組事例②）

・平成・平成2323年年22月に、環境部会の君和田委員が、かわ月に、環境部会の君和田委員が、かわ
さきさきＦＭＦＭに出演し、区民会議における取り組みにつに出演し、区民会議における取り組みにつ
いて報告を行い、区民へのゴミ分別意識・啓発をいて報告を行い、区民へのゴミ分別意識・啓発を
行った。行った。
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